
本校が求める生徒像
（アドミッション

・ポリシー）

本校が展開する教育活動
（カリキュラム
・ポリシー）

本校を卒業するまでに
身に付けさせる力

（グラデュエーション
・ポリシー）

学校の教育活動に関する目標 令和６年度末目標値等 担当部

事故・けがを予防する能力や態度の育成 日本スポーツ振興センターへの災害共済給付申請数を20%削減

自ら健康の保持増進を図る意欲の向上 定期健康診断後の受診率２０%向上

体力の向上 新体力テストで、全種目全国平均を上回る

教育相談活動の推進
全ての教員が必ずスクールカウンセリング研修会やスクールソーシャルワーカー等の事例検討会、又は生徒
理解にかかる研修の機会に参加

授業アンケートにおいて、「授業を受けて、力がついたり、知識が豊かになったと実感できる。」と回答する生徒
の割合が７０％以上

課題研究の個人用ルーブリックにおける課題解決力・科学的探究力の観点で、「十分満足できるレベル」（複
合的なアプローチを行う。複数の科目領域の手法を用いる。継続的に探究活動を進展させる。）以上の評価
をする生徒の割合が７０％以上

授業交流・公開授業において、教科・科目の枠を越えて、授業見学や公開授業を各教科で実施

授業アンケートにおいて、「考えたり、活動したり、問題を解いたりする機会が授業中にほどよく確保されてい
る。」と回答する生徒の割合が７０％以上

課題研究の個人用ルーブリックにおける主体性・主体的な活動の観点で、「十分満足できるレベル」（常に積
極的で期待以上に取り組む。周囲に前向きな影響を及ぼす。）以上の評価をする生徒の割合が７０％以上

深い学びの実現を見据えた文化講座、
文化鑑賞会の充実

生徒の知的好奇心を刺激するような内容のものを提供し、満足したと回答する生徒の割合を８０％以上

図書貸し出し冊数の増加及び安定 年間貸し出し冊数の総計を例年の約１，６００冊から２，０００冊程度に増加

ＩＣＴ機器を活用した教育の推進 ＩＣＴの活用など探究的な授業を教員の６０％が実践

実践的な避難訓練を通じた
防災教育の充実

年１回のシェイクアウト訓練と避難訓練の確実な実施により、避難経路の確認と、防災意識の高揚につなげる

通学途上の安全確保の取組 通学途上における怪我等における学校保険の適用数の減少

関連行事に３年間で１回以上関わる生徒の割合が100％

関連行事として、オープンキャンパス、大学探訪、大学研究会、インターンシップ、先輩に学ぶ会を適切な時期
に企画

広報活動の充実
学校行事や生徒の活動の様子及び育友会活動等の様子を伝える
育友会活動の学校ホームページへの記載記事を充実する
学校通信を年２回以上発刊

地域連携センター平城山の取組の推進 関連行事に、３年間で１回以上関わる生徒の割合が70％以上

グローバルマインドの育成 海外校との交流機会を年度2回確保し、参加生徒の満足度が９０％以上

「毎月１１日は『人権を確かめ合う日』」を活用して、人権問題と自己の関わり方について考え、行動できる生
徒が９０％以上

人権学習ホームルームにおいて、その内容を理解し、教育活動を評価する生徒が９０％以上

人権教育の研究促進
教職員に対して、人権教育に関する研修機会の情報を広く知らせ、全体の９０％以上の教職員が年間２回以
上の研修会に参加

「こころといじめのアンケート」で、「本音や悩みを話せる友達がいる。」と回答する生徒の割合が９０％以上

「ヤングケアラーに関するアンケート」で、「あなたは、今のあなたの状況について、学校の先生に相談したいで
すか。」という質問において、先生など相談する相手がいないと回答する生徒の割合が１０％以下

保 健 体 育 部
教 育 相 談 部

人 権 教 育 部
生 徒 指 導 部
教 育 相 談 部

キャリア・マネ
ジ メ ン ト 部

生 徒 会 指 導 部
総 務 部
研 究 推 進 部
地 域 連 携 セ ン
タ ー 平 城 山

教 務 部
文 化 図 書 部
研 究 推 進 部
環 境 整 備 部
生 徒 指 導 部

「自主創造」型自己変革の追求
　高い理想と目標に向けて、絶えず知性を磨き、自主的な判断と行動を通じて、真摯に人格の成長を目指す生徒を求めます。
①積極的な勉学や課外活動を通して、豊かな知性の創造を目指していくような、明るく 豊かな活力のある生徒
②人間としての在り方・生き方を自覚し、堅い意志をもって自らの行動を律する主体性 をもった生徒
③自由と責任を自覚するとともに、人間尊重の精神を基盤として、多くの人と敬愛と信頼に満ちた人間関係を築くことができる生徒

令和４年４月～令和７年３月

「自主創造」の学びを通して、日本、世界のよりよい未来に貢献していくグローバルリーダーの育成

主体的・未来志向型の学び
　未来を生きる生徒の能力や個性を最大限に伸ばすため、「自主創造」の学びを通して、深い思考力・豊かな知識の涵養を図る教育を創造します。
①主体的・探究的な学習により、生徒の高い理想と多様な未来につながるような確かな資質・能力を身に付けることができる教育課程を編成します。
②科学的思考力に企画提案力・マネジメント力を付加していく教育プログラムにより、科学技術系グローバルリーダーを育成します。
③生徒が「自主創造」の精神を発揮しながら、笑顔が輝く学校生活を実現していくような教育内容を創造する。また、地域との双方向の連携を構築する中で、地
域から世界に発展的に貢献していく人材を育成します。

次世代型competenceの育成
　「自主創造」の精神を承継し、「自ら学び、自ら考え、自ら開拓する」姿勢を身に付け、日本、世界のよりよい未来に貢献していく人材を育成します。
①豊かな知識、論理的・科学的思考力及び客観的判断力を基盤として、物事を様々な角度から多面的に捉え、本質を見極める力を育成します。
②人の優しさ、心の痛みに気付き、そこから他人への感謝や相手を気遣うような「繊細で温かい心」を育てます。
③国籍、文化の違いを超えて物事を捉え、日本や世界のよりよい未来の実現に主体的に貢献していくグローバルリーダーを育成します。

奈良県立奈良高等学校　中期計画

３
働く意欲と働く力をはぐくむ

キャリア関連行事の充実

４
地域と協働して活躍する人を
育てる

５
地域で個性が輝く環境と仕組み
をつくる

人権教育の推進

学校いじめ防止方針等に基づく取組

教
育
方
針
（
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
）

対象期間

本校の使命
（スクール・ミッション）

２
学ぶ力、考える力、探究する力を
はぐくむ

奈良県教育振興基本計画（「奈良の学び推進プラン」）が示す各テーマごとの学校教育目標

テーマ

１
こころと身体を子どもの成長に
合わせてはぐくむ

主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた授業改善

学習意欲の向上
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